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R8.2.21 総合会議（第 3 回）ワークショップの意見 

テーマ：「こども・若者、子育て当事者意見ボックス」の使い方・

広め方について 

～多くのこども・若者に知って、使ってもらうには～ 
 

下線・・・こどもの意見 

 

＜シロモチくんチーム（小学生・中学生、大人）＞ 

●実際に話を聞く● 

・市職員さんの授業をしてみる 

・（市職員が）直接意見を聞く       出前授業として市職員が学校へ出向く 

・意見ボックスを学校で答えてもらう 

 

●チラシ● 

・「広報つ」などのチラシにでかく大きく書いておく 

・子どもたちにポスターを作ってもらう 

・広報板（地域の掲示板）に、子どもの手書きポスター作って貼る、学校で作る 

・いろんな所にあるチラシボックス（パンフレットスタンド）にチラシをつっこんでおく 

・学生の集まるところ（駅・バス停・塾など）へのポスター配布・貼り付け 

 

●インターネット● 

・市役所や学校に QRコードを 

・教室にポスターや QRコードを貼っておく 

・市 HP、初見のポップ UP（市ホームページを開いたらすぐ目につくようにする） 

・学校での授業などで多少時間を作ったらいいと思う（実際に意見ボックスへアクセスする） 

 

＜みすぎんチーム（高校生、若者）＞ 

●ＳＮＳ● 

・ＳＮＳの活用（インスタ、Ｘ、ＴｉｋＴｏｋ？） 

・ＳＮＳを運用して意見ボックスを広める 

・ＳＮＳで周知 

 

●ポスター● 

・目につきやすい場所にポスターを貼る 

（学校の入り口、トイレなどは普段何げなく見ていると思う） 
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・学校の食堂のデジタルサイネージ（音声＋音楽付きの広告を流す） 

・児童館等、子ども・保護者がよく来る所にポスターを貼る 

・学校だより（プリント）での周知 

 

●ホームページ● 

・デザインを一新して親しみやすさを持たせる（入力フォームにアクセスすると文字だけ…） 

・津市のホームページに大きくのせてもらう 

 

●方法● 

・テーマをつくる（テーマを設定して意見を募集する） 

・電話の自動音声で応対（文字入力ではなく電話で意見を言える方法を） 






